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提示した方法で 2013年 9 月から 2014 年 7月までに動体追尾照射で治療を行った肺が
ん患者 23例について照射精度の解析を行った．95 %以上の確率で照射出来る追尾誤差




























































3 特に肺は他の組織と比較し組織が低密度であるため，1mm あるいは 2mm の
マージン拡張による投与線量への影響が大きく，肺臓炎などの有害事象が生じ
る可能性も大きくなるため症例ごとに設定することが理想である．臨床結果に
関しては今後まとめていきたい． 
4 動体追尾は突発的な動きには対応できないため応用は考え難く，嚥下は照射中
に声かけによって嚥下を止める，舌に関してはマウスピースで固定することが
現実的である． 
 
他にもいくつか質疑応答がなされたが，いずれも的確な回答を得た． 
 
 肺癌等の呼吸性移動のある腫瘍に対し動体追尾照射を行うことで，周辺臓器への線量
を抑え，副作用を減少させることが期待できると同時に，安全に腫瘍への線量増加も可
能となると思われる．本研究によって提示された方法によって，CyberKnife による動
体追尾照射の精度は患者の呼吸状態によって影響を受けることが示唆され，患者ごとに
臨床標的体積に対し適切なマージンを設定する必要性が示された．治療前に動体追尾照
射の精度評価を行い，患者ごとに適切なマージンを設定する試みは本研究以外に存在し
ないことから、学術的価値は充分あると考えられ，医学博士の学位を授与することは妥
当であると判断した。 
